
第３学年２組 社会科学習指導案
平成１７年１０月２８日（金）第４校時

指導者 教諭 Ｔ１
Ｔ２

１ 単元名 かわってきた人々のくらし
小単元名 昔のくらし

２ 小単元の目標
， 。 （ ）・昔の道具の使い方や 当時の生活の様子を進んで調べようとする 関心・意欲・態度

・昔と今の道具の違いから，昔と今の生活の違いや，当時の人々の願いについて具体的に考
。 （ ）えることができる 思考・判断

， 。・道具調べをして分かったことや 自分で考えたことを工夫して絵や文で表すことができる
（ ）技能・表現

・地域の人々のくらしが変化してきていることや，人々がよりよいくらしを願ってきたこと
。 （ ）が理解できる 知識・理解

３ 小単元について
本小単元では，昔の道具とそれらを使っていた頃の人々の生活を調べて，地域の人々の生活
が移り変わってきたことについて学習する。高学年や中学校以降の歴史学習のはじまりとも
言える単元である。そこで文章や写真などの資料から知識を得ることにとどまらず，歴史に対
して主体的に追求を深めていくことができるような単元の構成が必要と考える。例えば，実際
に身の回りの道具を探す，おさごえ民家園や歴史博物館を見学する，校内の資料室の道具を調
べる，など様々な体験学習を行うことを通し，今の生活と昔の生活を比較したり，昔のくらし
の様子や道具の移り変わりに気付いたりすることができると考える。また，道具の変化には，
よりよい生活を求めてきた人々の思いが反映していることを知ると同時に，自分たちの今の生
活を見直すこともできればと考える。

４ 児童について
人という多人数の学級で個性的な考えを持つ児童も多い。これまでの社会科学習では，40

みんなで実際に見学をしたり，各自が家庭学習として一人調べをしたりする活動を何度か取り
入れてきた。主体的に調べたいという意欲をもつ児童は多く，家族に聞く・図書館へ出かけて
本で調べる・インターネットで調べる等の方法は定着しつつある。しかし，個人的に見ると，
分からないことは何でもインターネットで調べればよいと安易に考える児童や，充分理解でき
ていない資料を単に写してくることで終わらせている児童も見られ，そこからの思考の深まり
が見られない。児童の意欲を満足させ追求を深めるために，テーマに合った調べ方をできるだ
け紹介し，いろいろな方法の中から選択できるように支援することが必要である。また，中学
年の児童には，できるだけ実物にふれて実感したり，実際に使ってみたりして歴史を身近なも
のとしてとらえさせたい。
学級全体の約１／３の児童は祖父母と暮らしていて，これまでも「農家の仕事」の学習に関

連した縄ないの指導をしていただくことができた。本単元の学習でも，昔のくらしについての
貴重な情報を得ることが期待できる。

５ 指導について
単元の導入となる本時では，最初に，児童が見た経験がないと思われるいくつかの昔の道具

を提示し，その使い方を予想させることで児童に興味を持たせたい。その中に容易に予想がつ
く物とつきにくい物を準備し，もっと調べてみたいという意欲につなげたい。
また，実際に昔の道具について調べる際，昔の道具は不便だと短絡的にとらえることがない

ようにそれぞれの道具の工夫された点やよいところを考えさせたい。そのために，使用できる
物はできるだけ実際に児童に触れさせたり使ってみたりさせたい。
本校の資料室には，さまざまな農機具，おひつやお膳などの生活用品，昔の電話機やラジオ

など貴重な資料が揃っているので，児童が持ち寄った物と共に有効に活用できればと考えてい
る。
学習のまとめとして道具博物館をつくる活動を取り入れるが，校内の資料室の展示を参考に

しながらも，自分たちのアイディアを生かしたものになればよいことを知らせ，友達と協力し
て活動できるよう支援したい。



６ 指導計画（全 時間配当）11

時 学習内容 ね ら い 関 思 技 知 評 価 基 準
１ 昔のくらしについ 今と昔の道具のいくつかを比 ◎ 今と昔の道具比べを通し

ての導入 べ，その違いから昔のくらし て，これからの学習で調
本 について調べようとする意欲 べてみたいことを見つけ
時 を持つ。 ることができる。

（ ）ワークシート
○ 昔の道具と今の道具を対

応させて考えることがで
。 （ ）きる 発表

２ 見学の計画 おさごえ民家園・ 県立歴史 ◎ 見学で見たいことを考え
博物館見学で調べたいことを ることができる。

（ ）考える。 ワークシート
３ おさごえ民家園 昔の家を見学したり，昔の生 ◎ 昔のいろいろな道具を見
４ 県立歴史博物館 活に使われていた道具にふれ たり触れたりして，当時
５ の見学 たりして，昔のくらしや道具 の人々のくらしの様子に

。に関心を持つ。 関心を持つことができる
（ ）行動観察・発言

６ 見学のまとめ 見学で分かったことを絵や文 ◎ 分かったことを絵や文で
で表し，昔のくらしの様子を 表すことができる。

（ ）考えて話し合う。 ワークシート
○ 見学をもとに昔の生活の

。様子を考えて発表できる
（ ）発表

７ おじいさんおばあ 地域のお年寄りから，昔の道 ◎ 関心を持ち反応しながら
。８ さんをまねいて 具の使い方やそのころのくら 話を聞くことができたか

（ ）しの様子を聞いたり，道具を 行動観察
使う体験をしたりして，昔の ◎ 昔の人々の知恵や工夫を
人々の知恵や工夫を理解す 理解することができる。

（ ）る。 ワークシート

９ 身のまわりの古い 身のまわりにある古い道具に 古い道具を調べて，それ
道具をさがそう ついて調べたことを絵や文に ◎ ぞれのよさや道具による

まとめ，くらしの変化や人々 生活の変化に気づくこと
。 （ ）の願いに気づく。 ができる 発言

道具博物館をつく 集めた古い道具を使って工夫 ◎ くらしの移り変わりや人10
ろう して道具博物館をつくること 々の願いを自分なりに表11

で，くらしの移り変わりや人 現できたか。
（ ）々の願いを表現する。 作品・発表

○ 集めた古い道具を自分の
分け方で分類して展示で

。 （ ）きる 展示

７ 本時の目標
今の生活で使っているいくつかの道具を見て，昔はその道具のかわりにどんな道具を使っ

ていたかを考え，昔のくらしについて調べようとすることができる。

８ 準備物
昔の道具（いずみ 火鉢 電話機） 生活の様子を表す絵２枚 ワークシート



９ 本時の学習過程

支 援（・）と評 価（☆）
学 習 活 動 Ｔ１ Ｔ２

○３つの昔の道具を見て何に使わ ・昔の電話機・火鉢・いず ・クイズ形式にして興味を持
れていたか考える。 みを一つずつ提示する。 たせる。

電話機・・形が古い
火鉢・・・現代のストーブ
いずみ・ 現代のゆりかご

○家にあった道具などを発表する。 ・７項目に分けて書いたカ ・児童が書いたカードを黒板
・事前に調べてカードに書いて ードを項目別に掲示する に掲示する支援をする。
きたものを，項目別に分けて よう説明する。
発表する。

電気製品，家具，衣類，
， ， ，おもちゃ 乗り物 食品

その他

○これらのものは昔もあったのか ・昔をおじいちゃん，おば ・掲示した項目に対応させて，
代わりになるものはあったのか あちゃんの子どもの頃と 板書する。
想像する。 イメージするなど助言す

る。

２枚の絵を見比べて，ちがい
見つけよう。

○昔と今の生活の様子を表す２枚 ・用途の似ているものを対 ・２枚の絵を提示し違いを見
の絵を見比べて，道具などのち 応させて発表するよう助 つけるよう説明する。
がいを発表する。 言する。

○昔の生活はどのようなものだっ ・児童の考えを板書する。 ・道具を実際に利用している
たか自分の考えを発表する。 様子から想像をふくらませ

る。

☆２枚の絵から昔の生活の様子を読み取ることができた
。 （ ）か 発表

これから調べたいことを
見つけよう。

○これからどのようなことを調べ ☆これから調べていきたいことをみつけることができ
ていきたいか考えてワークシー たか。 (ワークシート・発表)
トに書き込み発表する。


